
宿 泊 部 屋 定員：本館 各4名（大部屋7名）、ロッジ 各8名

退所日は朝食の前に、宿泊部屋の備え付
けアルコール消毒液を寝具に噴霧して両
面消毒してください。

①当日は、シーツのかかっていない布団を使用してください。

②布団の敷きかた

令和３年４月１日現在

福島県いわき海浜自然の家

①
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新型コロナウイルス感染防止対策

感染症防止への取り組みについて

準 備 物
・マスク　・コップ（うがい用）

・体温計（複数あると便利です）　・アルコール消毒液

・手袋　・ゴミ袋（多め）　・毛布等

＜個人で準備＞

＜団体で準備＞

＜あると良いもの＞

本館 ロッジ

本館での布団の敷き方（４名） 大部屋での布団の敷き方（７名）

※本館宿泊部屋にはゴミ箱がありません。ロビーに設置されているゴミ箱に分別して捨てるようにしてください。
※宿泊部屋は、団体の退所ごとに所員が消毒を行っています。

ロッジの２段ベット（定員８名、１段目・２段目 各４名）

注 意

寝具の消毒について
消毒液が乾いたら、たたんで、元の場所
に敷布団、掛布団、まくらを置いてくだ
さい。

寝具の片づけ方

シーツがかかっている寝具は次に宿泊する団体が使用します。触れないようにしてください。

注 意

利用の際のお願い

（状況に応じて）
マスクの着用 三密の回避

密閉 密接

密集

換気の徹底 健康管理の徹底
手洗い・

手指消毒の徹底距離を取る

2m

利用の際は必ずマスクの着用をお願いします。なお、活動中、熱中症など健康
に支障をきたす恐れがあるときはマスクを外してください。

○感染症防止のため、各施設利用人数の制限
および定員を半数以下としています。
食堂：50名、宿泊：本館111名・ロッジ64名、
浴室：男女各16名・小浴室4名、所バス：
海浜1号13名・海浜2号11名

○活動中に発熱した場合、活動を中止して医療機関
の受診、または帰宅するよう対応をお願います。待
機場所は当所が指定した空き部屋を利用してくだ
さい。その際、寝具等の貸出ができませんので、あ
らかじめ毛布などを準備してください。

○新型コロナウイルス感染症の疑いがある場合は、
所員の指示に従ってください。

○退所後に新型コロナウイルス感染症と思われる
病状が確認された場合には、速やかに当所まで連絡
してください。

○各所（中央ホール、研修室、野外学習室、
体育館、食堂、トイレ、洗面所、宿泊部屋）に
消毒液を設置しています。また、トイレ・
洗面所には手洗いせっけんがあります。

○オリエンテーリング等は、1班に1組の道具
を貸出すほか、一人ずつ問題用紙を配り、活
動中密集しないようにします。

○所員は常時マスクを着用して対応します。また出勤時と退勤時に検温し、体調が悪いときは勤務
をしません。

○使用した活動道具・用具、部屋のドアや
手すりなど多数の方が触れる場所は、団体
入れ替え時に消毒作業を行います。

○入浴は団体ごとに時間帯を指定します。



施 設 利 用 方 法
入所・受付

食　事

所バス

注 意

使用前後の消毒について

目印リボン

本館事務室とつながります。

ポリエチレンシートにて遮蔽します

到着したら玄関脇のインターホンで
お知らせください。 

指定された通路から入り、サーモグラフィー
による検温を実施してください。

食堂近くの洗面所で手洗い・消毒を済ませてください。
待つ際は前の人と間隔を空けて待ちます。

食事は１テーブル１名がけです。食堂入口で座席の
リボンの色を指定しますので掲示を確認してください。

設置されているアルコール消毒液で
手指消毒をして入館してください。

リボンの色で座席を指定します。
入口の掲示を確認してください。

（例）36.5℃ （例）37.5℃

平常熱：ピンポン
※37.5℃以上の場合は利用できません。

37.5℃以上：ビービー

食器に料理を盛り付けた状態で、
食堂カウンターでお渡しします。

海浜活動を実施する団体は11：00から利用することができます。

同一方向を向いて食事します。
食事中は会話を控えるようお願いします。

返却で待つ際は前の人と間隔を空けて待ちます。

・受付には1名でおいでください。

・金銭の授受はトレイで行います。
※精算はできる限り振込でお願いします。

・利用前に利用者自身による健康チェックをお願いし
ます。「利用者の健康状態確認チェックリスト」を提
出してください。

・ドリンクバーは食堂業者が操作します。

・おかわりはカウンターにて食堂業者が盛り付け
ます。

・ドリンクバーの混雑を避けるため、最初はコップ
に水を入れて提供します。

・テーブルの消毒は食堂業者が実施しますので、
団体側での消毒は必要ありません。

・定員数が決まっています。利用時は周囲の人と間隔を空けてください。

・人数が多い時は、廊下で前の人と間隔を空けて待ちます。

・棚からかごを引き出して周囲の人と間隔を空けて着替えてください。

・備え付けドライヤーはありません。必要な場合は準備してください。

・乗車前に手指の消毒を行います。また所バスを利用して
入所する場合、非接触型体温測定器での検温を行います。
・車中はマスクを着用してください。
・降車後は、所員が換気および手すりなどの消毒を実施
します。
・乗車定員を超える場合は、各団体で移動手段の手配を
してください。

浴　室

走行中は窓を開けて換気します。窓から顔や手を出さ
ないようにしてください。

使用後は団体側でアルコールを持参し、以下の部分を消毒してください。

①脱衣用かご　②棚　③出入口ドアノブ　④洗面台
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